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で最新情報を提供!!

　立正大学ではFacebookを開設しています。
「いいね！」ボタンをクリックしていただきま
すと、キャンパス内の出来事や、旬で楽しい
身近な情報が届きます。皆さんの「いいね！」
をお待ちしています。紹介してほしい情報も
Facebook上で募集しています。アクセスは
大学ホームページトップから！

貴重な資料を収蔵する古書資料館。ゼミで利用することもできます

300席以上を有する第二食堂

さまざまな用途のある「りるこむ」。授業やゼミなどの課題、グルー
プ学修にぜひご活用ください！

月8日、品川キャンパス8号館地下1階
に古書資料館が開館しました。この古書

資料館は明治以前の和古書・巻子本・折本・刷
物・函物等を所蔵する専門図書館です。「南京
報恩寺版大蔵経」「身延鑑」「日蓮聖人註讃」「河
口慧海請来資料」「日蓮宗関連資料」など、立
正大学の長い歴史に裏付けられた貴重な資料
を収蔵し、館内でゼミ等を行うこともできます。
　続いて、5月6日には、6号館2階に「りる
こむ（RiLLCom）」が開館しました。「りる
こむ」とは、「Rissho University Library 
Learning Commons」の略。その名前のと
おり、仲間とのディスカッションやプレゼン
テーションの練習などもできる学修スペース
です。机や椅子を自由に移動し、ホワイトボー
ドやプロジェクタ、パソコンを利用して、目的、
人数、学修のスタイルに応じて最適な空間を
作り出すことができます。実際に利用してい
る学生たちからは「ホワイトボードやネット環
境も整い、程よい静穏な環境でディスカッショ
ンもできるので、グループ学修にすばらしい
環境です」などの感想が寄せられています。
　そして、6月23日には、7号館2階に品川
キャンパスで２つ目となる学生食堂（第二食
堂）がオープン。座席数は300席を超え、栄
養バランスを考えたアットホームな食事を提
供するほか、コアタイム以外には飲み物やデ
ザートなど軽食も提供しています。焼きたて
パンのコーナーもあり、食事だけでなく飲み
物片手に授業の合間の休憩や、学生同士の憩
いの場としても利用されています。
　このように、日々充実し、成長していく品
川キャンパス。積極的に利用しましょう。

4

古書資料館、りるこむ、第二食堂…。

Shinagawa Campus

　東都大学野球連盟に加盟する本学硬式野
球部は春季リーグ戦2部で優勝。青山学院大
学（1部）との入替戦に臨みましたが、6月
16日の1回戦が1対4、翌17日の2回戦が2
対4と惜しくも敗れ、9季ぶりの1部復帰は

果たせませんで
した。秋季リー
グ戦での2部優
勝、そして1部
復帰が期待され
ます。
※�野球部の情報
は10面にも掲
載しています。

健闘するも惜敗
1部復帰は秋に持ち越し

入替戦が行われた神宮球場には
たくさんの学生、OBOG、教職
員が応援に駆け付けました



論
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ

ク
ラ
ス
の
会
議
室
の
機
能
を
利

用
し
て
、
情
報
や
資
料
を
共
有

し
、
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
全
員
で

加
筆
・
修
正
し
、
セ
ミ
ナ
ー
本

番
に
向
け
て
準
備
を
し
ま
す
。

恥
ず
か
し
く
な
い
報
告
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
夏
休
み
や
セ
ミ

ナ
ー
直
前
に
は
、
朝
か
ら
晩
ま

で
、
丸
一
日
か
け
て
の
勉
強
会

が
何
度
か
あ
り
ま
す
。

他
大
学
の
教
授
・
学
生
と

活
発
な
情
報
交
換

　
昨
年
の
E
U
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
蓮
見
ゼ
ミ
は
「
持
続
可
能

な
成
長
戦
略
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
分
科

会
に
は
、蓮
見
ゼ
ミ
生
以
外
に
、

東
京
大
学
大
学
院
、
早
稲
田
大

学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
ド

イ
ツ
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ

ネ
大
学
の
学
生
、
そ
し
て
社
会

人
が
参
加
。
勉
強
会
は
連
日
深

夜
に
及
び
、
基
礎
知
識
を
確
認

し
、
議
論
の
結
論
を
ま
と
め
、

　
本
学
の
地
理
学
教
室
の
歴
史

は
、
1
9
2
5
（
大
正
14
）
年

1
月
28
日
の
立
正
大
学
専
門

部
歴
史
地
理
科
の
創
立
に
始

ま
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
来
年

2
0
1
5
年
に
は
創
立
90
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
の
で

す
。
創
立
の
当
初
か
ら
関
わ
ら

れ
た
田
中
啓
爾
先
生
の
地
誌
学

と
地
図
に
対
す
る
思
い
は
強

く
、
こ
れ
ら
を
重
視
す
る
考
え

方
は
「
立
正
地
理
」
の
伝
統
の

一
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
継
い
で
い
こ

う
と
、
わ
た
し
は
、
一
昨
年
、

地
図
の
普
及
の
一
環
と
し
て

N
H
K
出
版
の
『
世
界
一
で
覚

え
よ
う
！ 

は
じ
め
て
の
世
界

地
図
』
の
監
修
と
執
筆
に
携
わ

り
ま
し
た
（
写
真
1
）。
ま
た
、

昨
年
は
、
地
誌
学
と
地
誌
教
育

と
の
連
携
を
趣
旨
と
し
て
、
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

日
本
地
理
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
地
誌
学
と
地
誌
教
育
（
諸

地
域
学
習
）」
の
オ
ー
ガ
ナ
イ

ズ
と
発
表
も
し
ま
し
た
（
写
真

2
）。

セ
ミ
ナ
ー
本
番
に
向
け

朝
か
ら
晩
ま
で
の
勉
強
会

　
蓮
見
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
最
大
の

行
事
は
、
毎
年
9
月
に
行
わ
れ

る
E
U（
欧
州
連
合
）セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
E
U
セ
ミ
ナ
ー
と
は
、

公
益
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
が
主
催
し
、
駐
日
欧
州

連
合
代
表
部
や
日
本
貿
易
振
興

機
構
の
後
援
を
得
て
、
全
国
の

大
学
生
（
青
山
学
院
大
学
、
中

央
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
東
京

外
国
語
大
学
な
ど
）や
社
会
人
、

総
勢
80
人
余
り
が
八
王
子
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
集
い
、
E
U
研

究
者
の
指
導
の
も
と
で
行
わ
れ

る
2
泊
3
日
の
勉
強
会
で
す
。

全
員
が
同
じ
内
容
に
つ
い
て
学

ぶ
の
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
の
異

な
る
6
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
グ
ル
ー
プ
学
習
し
ま
す
。

　
ゼ
ミ
で
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

に
向
け
、
毎
週
2
時
間
連
続

で
、
2
年
生
と
3
年
生
が
一
緒

に
勉
強
し
、
E
U
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
た

後
、
各
自
が
担
当
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
交
互
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
議

研
究
紹
介
｜
地
球
環
境
科
学
部
地
理
学
科
教
授  

松
井
秀
郎

ゼ
ミ
自
慢
｜
経
済
学
部
経
済
学
科
教
授  

蓮
見
雄
ゼ
ミ

毎年9月のEUセミナーに向けた
ハードだが、充実した勉強会

宮路捷平（経済学部経済学科3年）私立東京浦安学館高等学校出身

伝
統
的
に
野
外
実
習
を
重
視
し
て

地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
訓
練
す
る

ル
」）
の
大
き
な
盆
地
状
の
流

域
圏
（「
広
が
り
」）
と
も
い
え

ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
大
き

く
は
上
流
域
の
山
地
・
丘
陵
に

か
け
て
の
林
業
や
茶
栽
培
、
石

材
業
や
電
照
菊
の
栽
培
、
地
域

の
産
物
を
利
用
し
た
製
茶
業
・

石
灯
籠
製
造
業
な
ど
、
扇
状
地

部
の
市
街
地
に
お
い
て
は
手
す

き
和
紙
・
仏
壇
・
八
女
提
灯
の

製
造
業
な
ど
伝
統
的
地
場
産
業

の
集
積
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
八
女
市
福
島
は
矢
部

川
扇
状
地
（「
広
が
り
」）
の
扇

頂
部
近
く
（「
位
置
」）
に
あ
り
、

中
世
・
近
世
の
城
下
町
由
来
の

政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
の
地

方
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
城
下
町
と
し
て
の
職
人
技

術
の
蓄
積
が
、
そ
の
後
の
地
場

　
立
正
地
理
で
は
、
伝
統
的
に

野
外
実
習
（
巡
検
）
を
重
視
し

て
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を

訓
練
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を「
地

理
的
セ
ン
ス
を
磨
く
」
と
称
し

て
、
諸
先
輩
方
に
は
随
分
と
鍛

え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
野

外
科
学
と
し
て
の
地
理
学
で

は
、「
地
理
的
セ
ン
ス
」を
磨
き
、

地
域
を
見
る
目
を
培
い
、
地
理

的
事
象
を
、
点
的
・
線
的
・
面

的
な
、「
位
置
」「
ベ
ク
ト
ル
」「
広

が
り
」
の
分
布
と
し
て
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
5

月
に
実
施
し
た
福
岡
県
八
女
市

の
野
外
実
習
を
例
に
、
少
し
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
八
女
市
で
は
、
約
7
万
人

の
人
々
が
昼
間
に
市
域
に
存

在
し
、
種
々
の
社
会
経
済
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
口
を
支
え
る
地
域

的
「
広
が
り
」
が
八
女
市
域
で

あ
っ
て
、
矢
部
川
（「
ベ
ク
ト

産
業
の
基
盤
と
も
な
り
ま
し

た
。豊
後
別
路
は
豊
前
街
道（
薩

摩
街
道
）
か
ら
分
か
れ
て
、
現

在
の
八
女
市
を
東
西
に
貫
き
、

人
・
物
資
・
資
本
・
情
報
な
ど

の
流
通
路
（「
ベ
ク
ト
ル
」）
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
街
道

沿
い
の
福
島
地
区
と
黒
木
地
区

と
は
、
と
も
に
「
居
蔵
造
（
い

ぐ
ら
づ
く
り
）」
と
呼
ば
れ
る

建
築
様
式
の
建
物
群
を
中
心
と

し
て
、
国
の
「
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ

れ
て
お
り
、
街
並
み
観
光
の
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
地

理
的
事
象
の
見
ら
れ
る
地
域
は

「
地
理
的
セ
ン
ス
」
を
培
う
適

地
で
あ
り
、
今
回
の
参
加
学
生

も
調
査
目
的
を
自
主
的
に
企
画

し
て
調
査
に

挑
み
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地

で
は
、
立
正

地
理
の
諸
先

輩
に
よ
る
ご

案
内
や
ご
指

導
を
受
け
、

立
正
地
理
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
さ
を

感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た（
写
真
3
）。

EUセミナーで恥ずかしくない報告ができるよう鍛えてくださる蓮見先
生。勉強会はとても充実しています

発
表
に
向
け
た
資
料

や
原
稿
を
作
り
、
発

表
練
習
を
行
う
と
い

う
ハ
ー
ド
な
内
容

で
し
た
。
体
力
的

に
厳
し
い
も
の
で
し

た
が
、
み
ん
な
の
頑

張
り
も
あ
り
、
中
間

発
表
も
最
終
発
表
も

し
っ
か
り
準
備
し
て

臨
む
こ
と
が
で
き
、

発
表
も
無
事
成
功
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度

は
、
駐
日
欧
州
連
合

代
表
部
政
治
経
済
部

公
使
参
事
官
で
あ
る

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ロ

タ
ハ
ー
氏
に
特
別
講

演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
際
に
E
U
で
働
い

て
い
る
責
任
あ
る
地
位
の
方
の

講
演
だ
け
あ
っ
て
、
参
加
者
は

み
な
真
剣
に
話
を
聞
き
、
ロ
タ

ハ
ー
氏
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
勉
強
ば
か
り
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加
者
や
教
授

た
ち
と
交
流
で
き
る
懇
親
会
が

開
か
れ
ま
す
。
普
段
、
他
大
学

と
交
流
す
る
機
会
が
な
い
の

で
、
こ
う
い
う
場
を
通
じ
て
他

大
学
の
学
生
と
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
て
情
報
交
換
で
き
た
こ
と

は
、
良
い
経
験
で
し
た
。

　
E
U
セ
ミ
ナ
ー
は
、
初
対
面

の
他
大
学
の
人
と
議
論
し
、
協

力
し
て
、
報
告
を
ま
と
め
上
げ

る
と
い
う
経
験
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど

を
鍛
え
ら
れ
る
数
少
な
い
場
で

あ
り
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

き
っ
と
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
9
月
の
E
U
セ
ミ

ナ
ー
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

上
／�

2
0
1
3
年
の
E
U
セ
ミ
ナ
ー
分
科
会「
持
続
可
能
な
成
長
戦
略
」の
風
景
。
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
す

下
／�

2
0
1
3
年
の
E
U
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ゼ
ミ
生
6
人
が
お
茶
の
水
女
子
大
学
や
早
稲
田
大

学
の
学
生
と
と
も
に
最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た

地
誌
学
と
地
図
を
重
視
す
る

「
立
正
地
理
」の
伝
統
を
継
承

（写真3）
久留米大学教授の堂前亮平先生によるバス巡検。久留米
城址にある篠山神社境内での野外実習参加者（右端が筆
者）、中央前右から大塚昌利（本学名誉教授）、堂前、横畠
康吉（元・四国大学教授）の各先生（本学地理学科OB）

野外実習（巡検）を重視して地理的な見方や考え方を訓練する
松井先生。授業でも、巡検を振り返り、詳しく解説します

（写真1／左）
松井秀郎監修（2012）：『世界
一で覚えよう！�はじめての世界
地図』（NHK出版）
（写真 2／右）
2013 年春季学術大会シン
ポジウム「地誌学と地誌教
育（諸地域学習）」に関す
る日本地理学会 E-journal�
GEO�のシンポジウム報告

「
立
正
地
理
」の
伝
統
を

研
究
教
育
に
活
か
す
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4
人
の
先
生
に

三
浦
教
授（
文
学
部
）ら 蘊う

ん

奥の

う

賞し

ょ

う

を
授
与

　

2
0
1
4
年
度
の
叙
勲
で
、

髙
村
弘
毅
名
誉
教
授
が
瑞
宝
中

綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

髙
村
名
誉
教
授
は
、
本
学
が

わ
が
国
初
の
地
球
環
境
科
学
部

を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
教
学

側
の
代
表
と
し
て
準
備
を
進

め
、
革
新
的
な
実
践
環
境
の
理

論
構
築
を
図
り
つ
つ
、
国
・
地

方
行
政
と
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
学
術
審

議
会
専
門
委
員
、
大
学
評
価
・

学
位
授
与
機
構
国
立
大
学
教
育

研
究
評
価
委
員
会
専
門
委
員
に

就
任
す
る
一
方
、国
土
交
通
省
、

環
境
庁
（
現
・
環
境
省
）、
東

京
都
等
と
連
携
し
、
水
環
境
保

全
に
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
埼
玉
県
と
東
京
都

の
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策
の

委
員
長
と
し
て
汚
染
源
の
把
握

と
対
策
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
地
域
、

中
国
な
ど
乾
燥
地
域
に
お
け
る

環
境
変
化
に
関
す
る
研
究
と

J
I
C
A
の
水
資
源
事
業
や

O
R
C
な
ど
に
関
わ
り
、
日
本

の
国
際
貢
献
に
寄
与
。
日
本
学

術
会
議
研
究
連
絡
委
員
会
の
委

員
と
し
て
も
3
分
野
で
貢
献
し

ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
、
こ

う
し
た
教
育
・
研
究
活
動
の
実

績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

髙
村
弘
毅
名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章

　

日
蓮
宗
か
ら
研
究
奨
励
金
と

し
て
寄
付
さ
れ
た
資
金
を
も
と

に
、
学
術
研
究
や
そ
の
成
果
の

社
会
還
元
を
通
し
て
、
本
学
の

社
会
的
評
価
の
高
揚
に
大
い
に

貢
献
し
た
方
を
表
彰
す
る
蘊
奥

賞
（
蘊
奥
本
賞
、蘊
奥
奨
励
賞
、

蘊
奥
褒
賞
）。
2
0
1
3
年
度

は
三
浦
佑
之
教
授
（
文
学
部
）

に
蘊
奥
本
賞
、
齊
藤
勇
名
誉
教

授
、蓮
見
雄
教
授（
経
済
学
部
）、

位
田
央
教
授
（
法
学
部
）
の
3

人
に
蘊
奥
褒
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

タ
ー
（
慶
應
義
塾
大
学
）
か
ら

後
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
間
の
制
約
が

あ
っ
た
も
の
の
、
講
師
10
人
の

講
演
と
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
に
つ
い
て
、
政
治
・
経

済
・
軍
事
・
歴
史
・
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
理
解
す

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
実
に

3
5
6
人
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
る
と
、「
満
足
」

あ
る
い
は「
お
お
む
ね
満
足
」

と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に

多
く
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状

況
を
多
彩
な
側
面
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
な
が
ら
相
対

的
に
把
握
で
き
た
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
配
布
資

料
は
立
正
大
学
の
ホ
ー
ム

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
単
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
際
秩
序
を
揺
る
が
す

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
は
、
ど
う
対
応
す
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に

こ
う
し
た
と
き
に
こ
そ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
「
冷
静

な
分
析
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

認
識
を
共
有
す
る
」
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

立
正
大
学
で
は
、
10
人
の
専

門
家
の
協
力
を
得
て
、
4
月
21

日
に
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
な
ぜ
？ 

世
界

は
変
わ
る
の
か
？
」（
石
橋
湛

山
記
念
講
堂
）
を
主
催
し
ま
し

た
。
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
外
務

省
、品
川
区
教
育
委
員
会
、ユ
ー

ラ
シ
ア
研
究
所
、EUSI

（EU 
Studies Institute in Tokyo

）、

ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン

ペ
ー
ジ
上
の
立
正
大
学
研
究
推

進
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
模
様

は
、
全
てYouTube

に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
つ
い
て
「
冷

静
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
認
識

を
共
有
す
る
」
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

好
評
だ
っ
た
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
な
ぜ
？ 

世
界
は
変
わ
る
の
か
？
」

4月6日、熊谷キャンパスで行われた「ARUKAS KUMAGAYA」
設立の記者会見で｢世界一のクラブチームを目指したい」
と語る堀越正己監督。ARUKAS KUMAGAYAの理事長に
社会福祉学部の山口忠利教授、理事に山崎学長が就任
しました

位
いん

田
でん

央
ひろし

 法学部教授 

　専門の行政法分野の知識をもとに、本学学生の特徴やニー
ズに応じた課外講座の設計や運営体制を確立し、学生の学習
環境の整備、進路相談、合宿指導等に取り組まれています。
また、地域連携型の教育研究活動を行う仕組み作りにも尽力
なさいました。

齊
さ い

藤
と う

勇
いさむ

 名誉教授 

　対人・社会心理学の分野において、これまでに専門書、一
般書を含め200冊を超える著作を発表。対面場面における自
己提示方法に関する独創的な研究で、国内外で高い評価を受
けています。

蓮
はす

見
み

雄
ゆう

 経済学部教授 

　長年ヨーロッパ経済、特にエネルギーを中心とするEUとロシ
アの経済関係の分野において研究を深めてこられ、第一人者と
して知られています。他国籍の研究者によるグローバルなプロ
ジェクトも手がけるなど、その業績は高く評価されています。

　７人制女子ラグビーのクラブチームと
して、世界で戦う選手を育成するNPO
法人「ARUKAS KUMAGAYA （アル
カス熊谷）」が誕生しました。熊谷キャ

ンパスに事務所を構え、ラグビータウ
ンである熊谷市と地元企業、そして立
正大学の「産・学・官」が連携して支
援していきます。
　設立の目的は、①女子ラグビー強化
事業、②女子ラグビー育成事業、③地
域普及促進事業、④指導者養成事業の
大きく４つ。熊谷キャンパスを拠点に
して「世界で活躍できる選手の育成」
を目指すとともに、地域でのラグビー
普及や指導員養成事業を展開していき
ます。
　なお、今年5月に茨城県龍ヶ崎市で
行われた7人制ラグビー女子の国内初
となるシリーズ大会「太陽生命ウィメ
ンズセブンズシリーズ2014」において、
ARUKAS KUMAGAYAが優勝。初代
女王に輝きました。今後の活躍にご注
目ください。

　地球環境科学部では、高校生の地球環境への関心と理解を深め、
その観察力を養うことを目的として、2012年度より地球環境科学写
真賞を設け、広く日本全国の高校生に科学写真の公募をしています。
この写真賞は「写真４枚と写真説明文で自然を語る」ことに特色が
あり、金賞、銀賞、特別奨励賞、奨励賞を設けています。第2回となっ
た昨年度は計36作品の応募があり、以下のとおり各賞の受賞者が決
定しました。

金賞受賞の「謎の生命体 
～ネンジュモ属イシクラ
ゲ～」。謎の生命体に出
会い、顕微鏡で観察し、
イシクラゲであることを
つきとめました

平成25年度｢地球環境科学写真賞」
「ARUKAS  KUMAGAYA」誕生！

 
水
環
境
保
全
に
先
駆
的
役
割

 

日
本
の
国
際
貢
献
に
も
寄
与

産学官連携で　　　　　　　　　　　  　を育成女 子 7 人 制 ラ グ ビ ー チ ー ム

「謎の生命体 ～ネンジュモ属イシクラゲ～」
舎利弗詩歩（埼玉県立小川高等学校）

「天明3年の大噴火」横田実莉（埼玉県立小川高等学校）
「弱肉強食」村上正喜、松本駿、高橋弘卓、新井紳吾（群馬
県立中之条高等学校）

「わが家の珍客」粟生田誠（埼玉県立小川高等学校）
「カエルの日常」町田庄平、佐藤理一、久米高史、田村夢有人（群
馬県立中之条高等学校）

「廻る色」関口拓真（城西大学付属川越高等学校）
「蟻の生活」内田航平（茨城キリスト教学園高等学校）
「私のまわりの昆虫たちが置かれた環境」新谷紗希（ノートル
ダム清心女子高等学校）

石川真美子、宮澤小春、本間勇平、山﨑剛志、柴﨑龍矢、
大嶋亜侑、大森文恵、瀬川智子、須藤美晴、田口友利、
小池なつき、堀内美歩、田中愛美、吉岡ゆきの、髙山叶、
大橋慈子、今泉友李、志村優太、清板香帆、加藤僚記

金　賞

銀　賞

特別奨励賞

受 賞 者 紹 介

蘊奥本賞

蘊奥褒賞

ウクライナ危機についてさまざまな角度から理
解する機会となったシンポジウム。本学のイベン
トが外務省の後援を得たのは初めてです

1

2 3 4

三
み

浦
う ら

佑
す け

之
ゆ き

 文学部教授 
　長年『古事記』を中心とする古代文学や日本文化の研究に携わ
られ、数多くの著作を発表するとともに、講演会やテレビなど
へのご出演を通じて、大勢の人々に古代文学への入り口を開か
れました。
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日
本
語
日
本
文
学
専
攻
コ
ー

ス
は
、
初
の
試
み
と
し
て
、
4

月
12
日
と
13
日
、
1
泊
2
日
で

新
入
生
の
た
め
の
オ
リ
エ
ン

　

5
月
8
日
、
第
3
回

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
報
告
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
3
回
目
と
な

る
今
回
の
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

2
0
1
4
年
の
2
月
と

3
月
の
2
か
月
間
、
ガ

リ
バ
ー
・
オ
フ
シ
ョ
ア
・

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
株

式
会
社
の
セ
ブ
島
の
オ

フ
ィ
ス
に
て
吉
田
ゼ
ミ
と
藤
井

ゼ
ミ
の
学
生
6
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
現
地
に
お
い

て
本
業
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業

務
に
加
え
、
大
学
で
学
ん
で
い

る
理
論
と
ガ
リ
バ
ー
社
の
資
源

を
活
用
し
た
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
活
躍

す
る
日
本
人
へ
の
取
材
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ

　

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
で
は
、

今
年
度
か
ら
環
境
科
学
ア
ド
バ

ン
ス
ト
科
目
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
の
科
目
は
、
学
習
意
欲

の
高
い
学
生
を
対
象
に
開
講
す

る
発
展
的
な
科
目
で
、
早
期
高

等
専
門
教
育
を
施
す
こ
と
で
、

在
学
時
な
ら
び
に
卒
業
後
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の

専
門
性
と
自
由
度
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
講
さ
れ
る
講
義
は
「
環
境

気
象
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
」「
環

境
水
文
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
」「
環

境
生
物
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
」

「
地
圏
環
境
学
ア
ド
バ
ン
ス

ト
」「
環
境
情
報
学
ア
ド
バ

ン
ス
ト
」
の
5
つ
。
高
い
選

抜
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
計
11

名
の
学
生
が
、
担
当
教
員
と

の
話
し
合
い
で
講
義
内
容
を

決
め
、
週
外
授
業
形
式
で
行

い
ま
す
。
こ
う
し
た
講
義
は

本
学
初
の
試
み
で
あ
り
、
や

る
気
の
高
い
学
生
を
対
象
に

開
講
す
る
講
義
だ
け
に
、
高

い
教
育
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
施
設
と
し
て
、
学
内
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
「
ベ

ア
リ
ス
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
熊
谷
市
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
も
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
「
ベ
ア
リ
ス
」
は
地

域
に
す
っ
か
り
根
付
き
、
昨
年

度
の
利
用
者
は
延
べ
4
0
5
2

名
（
登
録
家
庭
4
1
1
家
族
、

未
就
学
児
4
8
8
名
）
に
も
達

し
ま
す
。
学
生
は「
ベ
ア
リ
ス
」

で
の
見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
通
じ
て
体
験
を
積
ん
で
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
学
部
の
特
徴

は
、
実
習
教
育
が
豊
富
な
点

で
す
。
特
に
、
子
ど
も
教
育

福
祉
学
科
は
、
保
育
士
養
成

と
初
等
教
育
教
員
養
成
機

関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
保
育
所
・
施

設
、
幼
稚
園
、
小
学
校
で
の

実
習
が
あ
り
ま
す
。

　

実
習
に
出
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
に
慣
れ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、

本
学
部
で
は
、
地
域
貢
献

と
実
習
教
育
を
兼
ね
備
え

　

2
0
1
4
年
４
月
、
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
法
学

部
新
入
生
の
履
修
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
野
球
部
生
を
除
く
１
年
生

が
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
野

球
部
に
所
属
す
る
１
年
生
30
名

と
、2
～
4
年
生
が
学
び
ま
す
。

　

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し

て
い
る
授
業
の
多
く
は
、
改
修

し
た
9
号
館
で
行
わ
れ
、
教
養

　

経
済
学
部
で
は
、「
火
曜
日
は

キ
ャ
リ
ア
対
策
」
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
就
職
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

人
間
社
会
で

生
き
る
こ
と
」「
自
己
開
示
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

自
己
成
長
」

「
社
会
へ
出
る
準
備 

自
立
す
る
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
2
、

3
年
生
を
対
象
と
し
た
「
キ
ャ

リ
ア
開
発
基
礎
講
座
」（
火
曜

3
・
4
限
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
講
義
で
は
、
大
学

科
目
の
一
部
は
遠
隔
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
同
じ
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
経
済
学
部

や
経
営
学
部
の
一
部
の
授
業
を

履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ほ
か
、
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法

務
検
定
な
ど
に
向
け
た
課
外

講
座
も
開
講
さ
れ
、
意
欲
あ

ふ
れ
る
新
入
生
が
思
う
存
分

に
学
べ
る
よ
う
、
学
修
環
境

の
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
長
年
熊
谷
で
培
っ
て

き
た
法
学
部
の
教
育
研
究
シ

ス
テ
ム
が
、
都
心
型
キ
ャ
ン

パ
ス
で
ど
の
よ
う
な
成
果
を

も
た
ら
す
の
か
、
大
い
に
楽

し
み
で
す
。

由
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
社
会
心
理
調
査

実
習
室
に
は
、
分
析
ソ
フ
ト
の

入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
20
台
が
設
置

さ
れ
、
実
験
や
調
査
実
習
の
授

業
の
ほ
か
、
学
生
が
自
由
に
自

習
す
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
実
験
室
に
も
、
心
理
学

の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
設
備

が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち

は
今
ま
で
以
上
に
深
く
、
そ
し

て
楽
し
く
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

心
理
学
部
で
は
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
8
号
館
4
階

に
3
つ
の
実
験
室
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
対
人

心
理
実
験
室
A
に
は
、
暗

室
や
眼
球
運
動
を
測
定
す

る
こ
と
の
で
き
る
装
置
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
認
知

心
理
学
や
社
会
心
理
学
的

な
実
験
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
次
に
、
心
理
学

集
団
実
験
室
に
は
心
理
学

関
連
の
図
書
資
料
が
保
管

さ
れ
て
お
り
、
学
生
は
自

　

仏
教
学
部
で
は
毎
年
、
各
種

法
要
や
イ
ベ
ン
ト
を
石
橋
湛
山

記
念
講
堂
や
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

5
3
2
礼
拝
室
等
に
お
い
て
開

あれこれこれあれ

初
め
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

文学部

や
る
気
の
高
い
学
生
を
対
象
と
し
た
科
目
を
新
設

地球環境科
学部

8
号
館
4
階
に
3
つ
の
実
験
室
を
新
設

心理学部

地
域
貢
献
と
実
習
教
育
の
場
と
し
て
活
用
す
る「
ベ
ア
リ
ス
」

社会福祉
学部

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
を
報
告

経営学部

キ
ャ
リ
ア
開
発
基
礎
講
座
を
一
新

経済学部

催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も「
釈

尊
降
誕
会
・
花
ま
つ
り
」
法
要

（
4
月
4
日
）
の
ほ
か
、「
日
蓮

聖
人
立
教
開
宗
会
」
法
要
（
4

月
24
日
）、「
日

蓮
聖
人
伊
豆
法

難
会
」
法
要

（
5
月
9
日
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月

7
日
か
ら
6
月

28
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
に
は

仏
教
文
化
公
開

講
座
（
第
1
期
）

を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は「
人

が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
」
を

総
合
テ
ー
マ
に
、

本
学
客
員
教
授

の
高
野
誠
鮮
先

生
を
は
じ
め
3
人
の
教
授
が
リ

レ
ー
形
式
で
講
演
を
行
う
も

の
。
い
ず
れ
の
開
催
日
に
も
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
学
建
学
の
日
と
な

る
10
月
13
日
に
は
「
日
蓮
聖
人

龍
口
法
難
会
・
日
蓮
聖
人
涅
槃

会
」
法
要
を
行
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
は
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い

る
仏
教
学
部
主
催
の
公
開
講
座

（
第
2
期
）
を
、『
天
地
明
察
』

の
著
者
、
冲
方
丁
氏
を
お
招
き

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
11
月
11
日
に
「
日
蓮

聖
人
小
松
原
法
難
会
」、
12
月

8
日
に
「
釈
尊
成
道
会
・
日
蓮

聖
人
降
誕
会
」
法
要
を
予
定
し

て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

仏
教
学
部
事
務
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
と
し
て
の
教
養
や
ス
キ
ル
、

社
会
人
と
し
て
の
一
般
常
識
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
生
が
自
分
の
考
え
方
を
踏
ま

え
て
自
己
分
析
を
し
た
り
、
講

師
と
相
互
に
議
論
し
な
が
ら
将

来
像
を
描
い
た
り
す
る
な
ど
、

少
人
数
制
の
体
験
的
学
修
を

行
い
ま
す
。
こ
の
授
業
を
き
っ

か
け
に
、
就
職
を
は
じ
め
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
の
意
識
を
高

め
、
そ
の
後
に
続
く
学
生
生
活

を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

海外で働くことに興味を持つ学生も少なくなく、
たくさんの学生が集まりました

遠隔システムを利用し、熊谷キャンパスの授業
を品川で。とてもリアルです

上／�就職は学生の一大関心事。「キャリア
開発基礎講座」もたくさんの学生が受
講しています

下／少人数グループでのワークショップ

ご
好
評
い
た
だ
い
た
春
の
法
要

秋
に
も
各
種
法
要
、公
開
講
座
を
企
画

仏教学部

環
境
科
学
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目
で
は
大
学

を
飛
び
出
し
て
の
授
業
も
豊
富
に
用
意
し

て
い
ま
す

テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
ま
し
た
。
場
所
は
、
宿
泊
施

設
や
体
育
館
な
ど
の
設
備
を
有

し
、
広
大
な
緑
に
囲
ま
れ
た
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
。
学
園
内
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
各
方
面
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ま
ず
身
体

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
お

互
い
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
そ
の

後
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
課
題
を
こ
な
し
ま
し
た
。

翌
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
こ
ろ
に
は
、
課
題
作
品
の
ほ

か
、
こ
れ
か
ら
共
に
大
学
生
活

を
送
る
新
し
い
友
人
も
で
き
た

よ
う
で
す
。参
加
者
の
一
人
は
、

「
上
級
生
に
な
っ
た
ら
、
こ
の

企
画
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

オリエンテーション後の記念撮影。すっかり打ち解け、新しい友人もできたようです

「人が生きていくためには」を総合テーマに行った、6月の仏教文化公開講座（第
1期）。たくさんの方にご来場いただき、とても好評でした

ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
果
と
し
て
、
仕
事

に
対
す
る
心
構
え
の
変
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の
必
要
性
、

異
文
化
理
解
の
重
要
性
を
肌
で

感
じ
取
り
、
成
長
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
が
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
海
外
に
目
を
向

け
る
多
数
の
出
席
者
か
ら
の
活

発
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
報
告

会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

昨年1年間で4000 名以上が利用した「ベアリス」。地域にすっ
かり根付きました社会心理調査実習室では、多くの学生が課題に取り組むほか、

友人とのコミュニケーションの場として活用しています

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
履
修
が
ス
タ
ー
ト

法学部

☎
0
3（
3
4
9
2
）8
5
2
8
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◆
高た

か

野の

誠じ
ょ
う

鮮せ
ん

氏

　

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、

日
蓮
宗
僧
侶
。“
ロ
ー
マ
法
王

に
米
を
食
べ
さ
せ
た
男
”
と
し

て
、
T
B
S
『
夢
の
扉
』
な
ど

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
ス
ー

パ
ー
公
務
員
。
石
川
県
羽
咋
市

教
育
委
員
会
文
化
財
室
（
歴
史

民
俗
資
料
館
）
室
長
、
総
務
大

臣
委
嘱
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
日
蓮
宗
・
本
證
山
妙
法

寺
第
41
代
住
職
。

◆
竹た

け

内う
ち

洋ひ
ろ

岳た
か

氏

　

日
本
人
初
8
0
0
0
m
峰
全

14
座
登
頂
に
成
功
し
た
本
学

O
B
で
プ
ロ
登
山
家
。
2
0
1
3

年
に
「
第
17
回
植
村
直
己
冒
険

賞
」「
文
部
科
学
大
臣
顕
彰
ス

ポ
ー
ツ
功
労
者
顕
彰
」「
第
15

回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
」
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
ま
す
。

学長、理事長、学部長らと共に、授与式にて。前列右より、元木靖先生、齊藤勇先生、今泉文子先生、山崎学長、
古河理事長、松村壽巖先生、秦野眞先生、金子勝先生

わたしたちは、大学のこと、皆さんのことをいつも考えています

役員の秘書業務を担当しています。趣味は読
書とおいしいものの情報収集です

◆場所
　品川キャンパス：1号館3階

◆課の主な業務
　・学園・大学全般に関わる業務
　・役員の秘書的業務に関すること
　・役員会・校務会・全学協議会・学部長会議および各種関連委員会に関すること

◆学生へのメッセージ
　学長室秘書課は、学生の皆さんにはあまりなじみのない部署かもしれませんが、理事
長や学長、副学長・大学事務局長・副局長といった、学園経営を担う役員の方々をサポー
トすることによって、より良い大学生活を提供していきたいと思っています。

岩間夏子さん（学長室秘書課）

◆学生時代の思い出
　サークルの掛け持ちと委員会活動、アルバイ
トなどで幅広い年齢層の人と接することができ
ました。

◆マイブーム
　今更ですが「断捨離」。家でも職場でも思い
切りよく捨てています。

◆立正大生の印象
　真面目で素朴な学生が多いような気がします。

◆学生へのメッセージ
　社会人になると、時間的な制約が多くなってしまいます。学生の今こそ、勉強でも遊
びでも何でも、ゆっくり時間をかけて楽しんでください。それがどんなにぜいたくなこ
とか、後々わかります。

学長室秘書課
役員の方々をサポートし、より良い大学生活を提供

事務局
紹介

この人から一言

　

ま
ず
、
立
正
大
学
で
実
際
に

学
ん
で
感
じ
た
イ
メ
ー
ジ
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
伝
統
が
あ
る
」
の
49
・

0
％（
図
1
）。
第
2
位
は「
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
施
設
環
境
が
整
っ

て
い
る
」
の
40
・
8
％
、
少

し
離
れ
て
「
仏
教
系
」（
28
・

2
%
）と「
教
員
が
優
れ
て
い
る
」

（
25
・
0
%
）
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
学
お
よ
び
所
属

学
部
・
学
科
で
、
他
の
人
に
誇

り
を
も
っ
て
薦
め
ら
れ
る
、
良

い
点
」
は
何
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
キ
ャ

ン
パ
ス
の
立
地
」で
す（
図
2
）。

52
・
2
％
と
過
半
数
に
達
し
ま

す
。「
施
設
・
設
備
」
が
38
・

9
%
で
第
2
位
、「
教
員
」
が

26
・
7
%
で
第
3
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、「
学
部
（
学
科
）
の

授
業
内
容
に
対
す
る
満
足
度
」

に
つ
い
て
は
、
28・4
％
が
「
た

い
へ
ん
満
足
」、63・5
％
が
「
や

や
満
足
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
３
）。

　

ま
た
、「
立
正
大
学
で
過
ご

し
た
こ
と
に
対
す
る
満
足
度
」

は
40
・
1
％
が
「
た
い
へ
ん
満

足
」、
41
・
9
％
が
「
や
や
満

足
」
と
答
え
て
い
ま
す
（
図

４
）。
自
由
記
述
を
見
る
と
、「
良

い
授
業
環
境
と
友
人
に
恵
ま
れ

た
」「
ゼ
ミ
が
充
実
し
て
い
た
」

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
半
面
、「
授
業
に
よ
っ
て

わ
か
り
や
す
さ
が
分
か
れ
る
」

「
も
う
少
し
専
門
的
な
勉
強
が

し
た
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
受
け
、
今
後
は
「
や

や
満
足
」
の
回
答
が
「
た
い
へ

ん
満
足
」
と
な
る
学
修
環
境
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
本
学
の
歴

史
と
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、

教
職
員
一
体
と
な
っ
て
よ
り
良

い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

自
慢
は「
立
地
」と「
施
設
・
設
備
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
生
か
し
て
、よ
り
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
努
め
ま
す

◆
小こ

島じ
ま

敏と
し

男お

氏

　

衆
議
院
議
員
を
4
期
務
め
、

文
部
科
学
副
大
臣
、
外
務
大
臣

政
務
官
を
経
て
、
2
0
0
6
年

9
月
よ
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
（
拉
致
特
別
委
員
会
）
委
員

長
と
し
て
拉
致
問
題
解
決
に
当

た
る
。
さ
ら
に
、
衆
院
環
境
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。
現
役
政
治

家
を
招
い
て
の
授
業
や
自
身
の

経
験
を
生
か
し
た
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

写真／中島ケンロウ

立
正
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
伝
統
が
あ
る
」「
施
設
環
境
が
整
っ
て
い
る
」

「
や
や
満
足
」
の
回
答
を

「
た
い
へ
ん
満
足
」
へ

新名誉教授紹介
　

6
月
9
日
、
2
0
1
4
年
度

の
立
正
大
学
名
誉
教
授
の
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ

た
6
名
の
先
生
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　

松
村
壽
巖
先
生
、
今
泉
文
子

先
生
、
秦
野
眞
先
生
、
金
子
勝

先
生
、
齊
藤
勇
先
生
、
元
木
靖

先
生

客 

員 

教 

授 

紹 

介

本
学
に
は
、
大
学
招
聘
の
客
員
教
授
が
３
人
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
キ
ャ
リ
ア
は

と
て
も
魅
力
的
で
、
授
業
の
お
も
し
ろ
さ
に
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。

卒業生
アンケート
 結 果 報 告 

　

本
学
で
は
、2
0
1
3
年
度
卒
業
生
を
対
象
に
大
学
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
（
回
答
数
1
7
6
3
、回
収
率
67・5
％
）。

本
学
が
、
こ
う
し
た
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
の
は
初
め
て
の
試
み
。
目
的
は
、
立
正
大
学
で
実
際
に
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
み
て
の
満
足

度
や
学
び
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
な
か
か
ら
特
筆
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

伝統がある

人間力を高める

教員が優れている

8学部15学科の総合大学

就職に強い

OB・OGが活躍する

最先端の学問を研究している

教育の質が高い

キャンパスなど施設環境が整っている

事務職員の対応が丁寧

クラブなど課外活動で活躍している

仏教系

その他

無回答

49.0%
13.9%

25.0%

18.5%

3.7%

4.1%

2.6%

6.1%

40.8%

13.2%

13.3%

28.2%

2.4%

1.1% n=1763

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

28.4%28.4% 63.5%63.5%
たいへん満足たいへん満足 やや満足やや満足

やや不満 6.4%
たいへん不満 1.3%

無回答 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

41.9%41.9%40.1%40.1%
たいへん満足たいへん満足 やや満足やや満足

やや不満 6.9%
たいへん不満 1.5%

無回答 9.6%

100%

キャンパスの立地
施設・設備

学費
奨学金制度
課外活動
国際交流
建学の精神
教育内容

教員
職員

就職・キャリア形成支援
知名度・イメージ

社会貢献
在校生・卒業生の社会的活躍

その他
無回答

52.2%
38.9%

5.1%
4.6%
8.2%

2.8%
7.9%

14.1%
26.7%

5.9%
13.7%

5.6%
3.8%
4.0%

1.8%
11.0% n=1763

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

図3：学部（学科）の授業内容に対する満足度

図1：立正大学で学んで実際に感じたイメージ

図2：立正大学および所属学部・学科で、他の人に誇りを持って薦められる、良い点

図4：立正大学で4年間過ごしたことに対する満足度
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立
正
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た
！

先輩社会人として
アドバイスしてあげてください

　

就
職
活
動
に
お
け
る
採
用
試

験
で
は
、
必
ず
「
学
生
時
代
に

い
ち
ば
ん
力
を
入
れ
た
こ
と
は

何
で
す
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
質
問
に
対
し
て
は
、
何
を

目
的
に
、
そ
し
て
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
為
に
ど
の
よ
う
な
努

力
・
工
夫
を
し
た
の
か
、
そ
し

て
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
成

長
し
た
こ
と
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
答
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、「
そ
の
た
め
の
何

か
」
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
よ
り
こ
れ
か
ら
の
4
年

間
を
将
来
の
自
分
の
た
め
の
時

間
と
捉
え
、
多
く
の
人
と
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触

れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
自
分
の
能
力
や
適
性
を

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
前
、「
全
身
就
活
」
と
い

う
言
葉
が
朝
日
新
聞
に
載
っ
て

い
ま
し
た
。
学
生
が
身
も
心
も

就
活
に
捧
げ
、
生
活
そ
の
も
の

を
就
活
に
合
わ
せ
て
組
み
立
て

る
現
状
を
名
づ
け
た
も
の
で

す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
ど
う

お
感
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

確
か
に
内
定
を
得
る
と
い
う

こ
と
は
学
生
生
活
で
大
事
な
こ

と
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
続
く
長
い
職
業
人
生
の

ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

立
正
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
人
類
の
た
め
に
尽
そ
う
」
で

締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

　

そ
ろ
そ
ろ
「
就
職
」
が
気
に

な
る
頃
で
す
ね
。
2
年
生
で
や

る
べ
き
こ
と
は
、意
識
し
て「
社

会
と
の
接
点
を
持
つ
」
こ
と
で

す
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
学
内

外
で
積
極
的
に
社
会
体
験
や
交

流
体
験
を
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

　

将
来
の
自
分
を
考
え
る
こ

と
、
今
の
自
分
を
知
る
こ
と
、

自
分
に
興
味
を
持
ち
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
、
今
ま
で
で

は
で
き
な
か
っ
た
体
験
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
経
験
か
ら
得
た

学
び
は
本
物
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に

充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、

前
述
の
就
職
活

動
に
お
け
る
質

問
も
何
も
怖
い

こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の

経
験
を
積
ん
だ

あ
な
た
は
き
っ

と
、
社
会
か
ら

求
め
ら
れ
る
人

材
に
な
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。

た
、
校
歌
の
2
番
で
は
「
同
胞

の
た
め
世
の
為
に 

命
を
身
を

も
捧
げ
な
む
」
と
謳
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
職
業
を
選
択
す

る
と
し
て
も
「
身
を
も
っ
て
人

類
・
社
会
に
尽
そ
う
」
と
い
う

「
立
正
精
神
」
を
基
底
に
、
人

の
役
に
立
ち
、
人
に
必
要
と
さ

れ
る
職
業
人
に
な
る
こ
と
が
、

人
生
の
充
実
感
や
幸
せ
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
生
生
活
を
、「
就
職
に
有
利

か
不
利
か
」
だ
け
の
価
値
判
断

で
な
く
、
そ
の
後
の
人
生
に
つ

な
が
る
学
び
と
、
成
長
を
目
指

し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

価
値
観
に
触
れ
、
広
い
視
野
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
将
来

を
考
え
た
「
資
格
」
の
取
得
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す

ね
。「
2
年
生
の
1
年
間
の
行

動
で
将
来
が
決
ま
る
」。
こ
の

く
ら
い
の
意
識
を
持
っ
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

6

　

経
団
連
が
就
職
活
動
時
期
の

繰
り
下
げ
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
3
年
生
の
12
月
に

採
用
情
報
が
解
禁
さ
れ
、
4
年

生
の
4
月
に
採
用
選
考
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
は
、
い
ず
れ
も
4
か
月
繰
り

下
げ
ら
れ
、
エ
ン
ト
リ
ー
解
禁

が
3
年
の
3
月
、
採
用
選
考
の

開
始
が
4
年
の
8
月
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
時
期
、
大
手
企
業
の
採

用
試
験
は
ほ
ぼ
終
了
と
な
っ

て
い
ま
す
。
7
月
以
降
の
就
活

は
、
今
ま
で
の
や
り
方
か
ら
少

し
視
点
を
変
え
て
動
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
就
職
サ
イ
ト
は
、

大
手
の
情
報
サ
イ
ト
か
ら
中

堅
・
中
小
企
業
に
強
い
サ
イ
ト

に
変
え
、
大
学
に
来
て
い
る
求

人
票
を
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
秋
採
用
に
向
け
た

企
業
が
動
き
始
め
る
の
で
、
大

学
で
も
9
月
・
11
月
に
合
同

企
業
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
有
効

に
活
用
し
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
活
動
を
継
続
し

ま
し
ょ
う
。

　

や
む
な
く
進
路
を
変
更
す
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
目

　

た
だ
し
、
外
資
系
企
業
や
マ

ス
コ
ミ
、
I
T
系
企
業
の
な
か

に
は
こ
の
指
針
に
賛
同
し
な
い

企
業
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

今
年
は
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、

3
年
生
は
情
報
収
集
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
冬
休
み
や

春
休
み
が
中
心
だ
っ
た
就
活

が
、
後
ろ
倒
し
に
な
る
こ
と
に

よ
り
授
業
期
間
と
ぶ
つ
か
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
計
画
的
な
行

動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
、
ま
ず
は
大
企
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
も
し
だ
め

だ
っ
た
ら
中
小
企
業
に
目
標
を

切
り
替
え
る
と
い
う
方
法
も
可

能
で
し
た
が
、
今
回
の
変
更
に

よ
り
大
企
業
と
中
小
企
業
の
採

用
時
期
が
重
な
り
、
選
択
肢
は

確
実
に
狭
ま
り
ま
す
。「
気
付

い
た
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
締
め
切

ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
、
早
期
か
ら
準

備
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

指
し
て
い
た
業
界
の
こ
と
以

外
、
あ
る
い
は
公
務
員
・
教
員

以
外
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な

か
っ
た
人
は
、
焦
り
も
出
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
志
望

動
機
に
つ
な
が
る
軸（
価
値
観
・

職
業
観
）
を
再
度
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

続
け
て
い
け
ば
、
結
果
は
必
ず

出
ま
す
。

　

挫
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
と

に
か
く
キ
ャ
リ
サ
ポ
に
来
て
く

だ
さ
い
!
個
別
相
談
な
ど
を
通

じ
て
そ
れ
ま
で
の
就
活
を
振
り

返
り
、
新
た
な
気
持
ち
に
な
っ

て
再
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
あ
、
頑
張
っ
て
、
悔
い
の

な
い
時
間
を
過
ご
し
、
納
得
の

行
く
就
職
活
動
を
や
り
遂
げ
ま

し
ょ
う
！

 
～
就
活
中
、就
活
前
の
皆
さ
ん
へ
～

学
生
生
活
の
充
実
が
就
職
に
つ
な
が
り
ま
す

 「
職
業
観
」を
養
い
ま
し
ょ
う

C areer
  Support
 Center

　学生が期待しているのは、「社会人」
としてのアドバイスです。働いている保
護者の方は、働くことの大切さや面白
さを、ご自身の会社の新人に伝えるよ
うに話してください。自分の若い頃を思
い出し、今の仕事を選んだ理由、影響
された職場の先輩の話など、具体的に
話してあげると、お子さんは、仕事や
組織に興味を感じ、働くことへのイメー
ジを持つことができます。 
　「たびたび失敗したけど、それが後で

役に立ったんだよ」といった経験談も
効果的です。
　また、アドバイスを求められたら、ま
ず「自分自身ではどう考えているのか」
を聞いてあげてください。今の学生は
従順で、自分の考えがあっても、自分
より権威のある人からアドバイスを受け
ると、そちらに従う傾向があるのです。
お子さんは、これから自分で考え、判断
し、行動しなければなりません。企業も
主体性のある人材を求めています。

8学部のカリキュラムの特徴、大学院・
研究所の概要から、品川・熊谷両キャ
ンパスの魅力、キャリアサポート、免
許・資格取得プログラム、クラブ・サー
クル活動まで、豊富な写真とイラスト
で分かりやすく紹介しています

　

本
学
の
総
合
案
内

書『
A
R
C
H（
ア
ー

チ
）
2
0
1
5
』
が

完
成
し
ま
し
た
。
8

学
部
15
学
科
、
7
研

究
科
の
総
合
大
学

で
あ
る
立
正
大
学

の
“
旬
”
な
情
報
を

さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
入
試
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）

６
６
４
９

本
学
の“
今
”を
紹
介

昨年12月に行われた3年生向けの就職ガイダンス。みんなメモ
を取りながら、真剣に聞いています

自
分
の
行
動
を
常
に
意
識
し
て

何
事
に
も
貪
欲
に
取
り
組
も
う
!

 

２
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
何
の
た
め
の
4
年
間
か
？
」と

自
分
に
問
い
掛
け
て
み
よ
う
！

 

１
年
生
の
皆
さ
ん
へ

後
ろ
倒
し
で
大
き
く
変
わ
る
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大
切
な
未
来
は
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
決
ま
る

 

３
年
生
の
皆
さ
ん
へ

大
学
の
求
人
情
報
を
有
効
活
用
し
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
！

 

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

保護者の皆さまへ
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立
正
大
学
史
料
編
纂
室
を
開
設
し
ま
し
た
！

　

平
成
26
年
4
月
に
「
立
正
大

学
史
料
編
纂
室
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
立
正
大
学
の
長
い
歴
史

と
伝
統
の
基
礎
と
な
る
史
・
資

料
を
管
理
・
保
存
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
史
・
資
料
を
活
用
し
、

大
学
・
学
園
有
縁
の
方
々
に
、

本
学
を
よ
り
深
く
ご
理
解
願
い
、

立
正
大
学
の
良
い
と
こ
ろ
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
る
べ
き
開
校

1
5
0
周
年
に
向
け
て
「
立

正
大
学
1
5
0
年
史
（
正
史
）」

を
編
纂
す
る
こ
と
も
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。

　

か
つ
て
「
大
学
史
の
編
纂
に

関
す
る
こ
と
」
は
企
画
広
報
室

（
現
在
は
廃
止
）
の
一
業
務
分

掌
で
し
た
。
そ
の
後
、
総
務
課
、

学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
の
所
管

へ
と
変
遷
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

　

独
立
機
関
と
す
る
こ
と
は
歴

代
学
長
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
山
崎
和
海
学

長
の
も
と
で
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

文
学
部
教
授
、
野
沢
佳
美
文
学

部
教
授
、
石
山
秀
和
文
学
部
准

教
授
、
平
伊
佐
雄
経
済
学
部
准

教
授
、
早
川
誠
法
学
部
教
授
、

清
水
海
隆
社
会
福
祉
学
部
長
の

　

初
代
の
大
学
史
料
編
纂
室
長

に
奥
田
晴
樹
文
学
部
史
学
科
教

授
を
迎
え
、
専
門
委
員
に
は
寺

尾
英
智
仏
教
学
部
長
、
安
中
尚

史
仏
教
学
部
教
授
、
北
村
行
遠

8
氏
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
先
生
の
お
力
を
お

借
り
し
、
大
学
史
料
編
纂
室
の

基
礎
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

正
史
作
成
に
邁
進
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
学
園
新
聞
の
紙
面
に

て
、
整
備
の
状
況
や
史
・
資
料

を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【タイトル】また来年も
【投 稿 者 】須浦 琢登（経営学部経営学科 2 年）

【コメント】   
4 月の上旬に大田区田園調布本町の桜坂で撮影しました。
1年間待ちわびた桜ももう散り際。また来年もこのきれいな桜を見られ
たらいいな、と来年の春を待ちわびる、そんな一瞬を切り取りました。

【タイトル】夏の匂い
【投 稿 者 】髙見澤 誠
　　　　　 （経営学部経営学科 3 年）

【コメント】    
雨が上がり、梅雨が明け、また夏が来ましたね。
今年の夏はどう過ごそうかな。そんな夏の始まり
にシャッターを切ってみました。

　「Open Gallery 立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、教職員、
学生父母等）のアート作品を紹介するコーナーです。写真、絵画、イラスト、
漫画（４コマ等）などの応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。また、写真投稿に際
してご本人以外の方が写っているものは、その方の了承を得てくださいま
すよう、お願いいたします。

　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話番号を明記の上、
奮ってご応募ください。

　■宛先／〒141-8602　　
　　　　 　東京都品川区大崎４-２-16　立正大学政策広報課学園新聞担当
　■Ｅメール／pln@ris.ac.jp
　■第127号掲載締め切り　平成26年7月25日必着

る
。
し
か
し
、
そ
の
ご
労
苦
が

次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
、
生
前
親
交
の
あ
っ
た

方
々
は
歎
く
。

　

平
成
6
年
、
本
学
で
は
石
橋

湛
山
の
名
を
冠
し
た
講
堂
に
、

藪
内
佐
斗
司
氏
制
作
の
胸
像
を

安
置
し
た
。
昭
和
の
初
め
に
、

先
生
は
先
進
的
な
「
小
日
本
国

　

ま
た
、
石
橋
湛
山
の
思
想
・

事
績
を
顕
彰
す
る
一
般
財
団
法

人
「
石
橋
湛
山
記
念
財
団
」
が

石
橋
省
三
理
事
長
の
も
と
に
運

営
さ
れ
て
い
る
。

　

石
橋
湛
山
研
究
は
長
幸
男

（
故
・
東
京
外
語
大
学
学
長
）、

松
尾
尊
兊
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）、姜
克
実（
岡
山
大
学
教
授
）

ら
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
昨
年
12
月
、
そ

の
生
涯
・
事
績
に
つ
い
て

学
術
的
に
研
究
す
る
「
石

橋
湛
山
研
究
学
会
」
が
発

足
し
、
会
長
に
東
洋
英
和

女
学
院
大
学
教
授
・
増
田

弘
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
今

後
、
学
内
外
の
学
者
の
提

唱
を
受
け
て
、
湛
山
先
生

の
遺
志
を
立
正
大
学
の
教

育
・
研
究
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

論
」
の
論
陣
を
張
っ
て
世
論
と

闘
っ
た
。
そ
の
思
考
を
大
学
教

育
に
反
映
し
た
い
と
願
っ
た
先

生
は
、
経
済
学
部
の
当
時
の
若

手
教
員
と
研
究
会
を
持
つ
。
そ

の
成
果
は
『
湛
山
座
談
』
と
し

て
岩
波
書
店
の
「
同
時
代
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。

だ
が
、
病
の
た
め
短
期
間
で
退

任
し
た
こ
と
は
諸
方
面
か
ら
悔

や
ま
れ
た
。

　

が
、
半
身
不
随
の
身
で
、
わ

が
国
と
国
交
を
断
絶
し
て
い

た
中
国
大
陸
へ
、
香
港
か
ら

5
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
て

入
り
、
毛
沢
東
主
席
お
よ
び
周

恩
来
首
相
と
会
談
。
国
交
回
復

の
端
緒
を
切
り
開
き
、
世
界
の

耳
目
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
。

先
生
は
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
、

田
中
角
栄
総
理
に
よ
る
国
交
回

復
の
礎
石
を
築
い
た
の
で
あ

　

石
橋
湛
山
先
生
は
昭
和
27
年

か
ら
16
年
間
に
わ
た
っ
て
立
正

大
学
学
長
を
務
め
ら
れ
た
。
第

2
次
大
戦
後
、
諸
大
学
は
経
営

に
苦
し
み
、
本
学
で
は
本
学
と

縁
が
深
い
先
生
に
ご
出
馬
を
屈

請
。
先
生
は
復
興
の
重
責
を
担

い
、
理
事
長
に
日
本
冶
金
社
長

の
森
暁
先
生
の
就
任
を
頂
い
た

こ
と
に
よ
り
、
本
学
は
世
間
の

信
用
を
得
た
。

　

先
生
は
学
長
就
任
前
後
、
通

産
大
臣
に
就
任
。
さ
ら
に
、
内

閣
総
理
大
臣
に
も
就
任
し
た
の

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

飯高檀林内の講堂。国の重要文化財に指定されています

下総国飯高（現在の千葉県匝瑳市）に関東初の日蓮宗の学問所である飯高檀林が1580年に開創。
立正大学の歴史と伝統はここから始まりました

石
橋
湛
山
先
生
と
は
い
か
な
る
人
ぞ
！

東京芸術大学大学院教授の藪内佐斗司氏によって制作された石橋
湛山先生の胸像。品川キャンパス石橋湛山記念講堂に安置されて
います

新◆連◆載

第 1 回

皆さまの作品をお寄せください

【投稿者】ペンネーム 「幕の内かえる」
              （文学部社会学科 2 年）
※�今号から「幕の内かえる」さんにご担当い
ただきます。次号以降もご期待ください。
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8

行
学
ホ
ー
ル
で
開
催

平成27年度入試要項受 験 生 の皆さまへ

　

去
る
5
月
5
日
、
映
画

『
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー
』
の
中

高
生
親
子
特
別
試
写
会
が
行
学

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
脚
本
・
監
督
を

務
め
た
藤
井
道
人
さ
ん
は
本
校

の
卒
業
生
で
す
。
撮
影
に
は
本

校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
使
用
し
、

映
画
の
内
容
も
父
親
と
息
子
が

織
り
な
す
サ
ス
ペ
ン
ス
コ
メ

デ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
か
ら
、
藤

井
監
督
は
ぜ
ひ
親
子
で
観
覧

し
て
ほ
し
い
と
希
望
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
公
開
前
に
ぜ
ひ
母
校

の
後
輩
に
見
せ
た
い
と
い
う

思
い
も
お
持
ち
で
、
そ
れ
が
こ

の
よ
う
な
形
で
実
現
し
た
の

宮
川
大
輔
さ
ん
、
さ
ら
に
藤
井

監
督
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。

満
場
の
観
客
を
ど
っ
と
沸
か
せ

ま
し
た
。

　

多
く
の
マ
ス
コ
ミ

の
カ
メ
ラ
が
入
る

中
、
4
名
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
舞
台
挨
拶

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
生
徒
か
ら

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
盛
り
上
が
っ
た

後
、
最
後
は
観
客
の

中
に
入
っ
た
岡
田
さ

ん
た
ち
と
の
フ
ォ
ト

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
に

と
っ
て
は
思
い
出
に

残
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

で
す
。

　

全
校
生
徒
に
呼

び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

約
8
0
0
名
を
超

え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
た
め
、
抽
選

で
4
0
0
名
の
親

子
に
絞
り
ま
し
た
。

当
日
は
「
こ
ど
も
の

日
」
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
会
場
は
た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ

で
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
映
終
了
後
、
出
演
者
の
岡

田
将
生
さ
ん
、忽
那
汐
里
さ
ん
、

　本校で6年間学び、教員として戻って今年で5年目を迎え
た竹島知明先生。現在は高校3年生の担任を務め、受験指導
に当たっています。
　高校時代の先生の影響で日本史に興味を持ち、その道に
進みました。
　「実は『オー！ファーザー』の監督、藤井くんは高校時代の
クラスメイト。とても仲良しでした」
　竹島先生は学生時代を振り返り、当時は無意味と思って
勉強していたことも、実は社会人になったら何かしら役に
立つものだということを学んだそうです。
　弓道を中学生のときから続けており、今は顧問の立場で
指導しています。
　「弓道は集中力がとても重要な鍵を握っています。部活動
などを通じ、何事もあきらめずに、根気強く長く続けるこ
とが大切だと思っています」

高
校
時
代
の
先
生
の
影
響
で
社
会
科
教
員
に
。

中
学
の
と
き
か
ら
続
け
る
弓
道
で
集
中
力
を
身
に
つ
け
、

今
は
顧
問
と
し
て
生
徒
た
ち
を
指
導

職
業
講
話
を
開
催

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
中
1
生
た
ち

　

毎
年
、
中
学
1

年
生
を
対
象
に
職

業
講
話
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
の

狙
い
は
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
方
か
ら

話
を
聞
い
て
、
将

来
の
自
分
の
職
業

意
識
を
高
め
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま

え
、
中
学
2
年
生

で
は
職
場
訪
問
を

行
い
、
中
学
3
年

生
で
は
3
日
間
の

職
場
体
験
を
実

施
。
職
業
講
話
は

職
業
に
関
し
て
体

系
的
に
つ
な
が
っ

て
い
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
入
り
口
な
の

で
す
。

　

最
近
は
本
校
の

卒
業
生
を
お
招
き

し
て
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は

6
名
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し

た
。

①�

辻
田�

雄
大
さ
ん　

国
内
外

に
17
店
舗
を
広
げ
る
料
理
屋

店
主

②�

藤
井�

道
人
さ
ん　

映
画
監

督
（『
オ
ー
！
フ
ァ
ー
ザ
ー
』

の
監
督
）

③�

岳
獅�
悠
司
さ
ん　

プ
ロ
グ

ラ
マ
ー

④�

臼
井�

晴
美
さ
ん　

ア
パ
レ

ル
店
長

⑤�

近
江�

菜
津
子
さ
ん�
幼
稚
園

教
諭

⑥�

渡
辺�

邦
彦
さ
ん�

J
R
東

海
・
新
幹
線
運
転
手

　

生
徒
た
ち
は
み
な
講
義
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
取
っ

た
り
、
感
想
文
を
書
い
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
有
意
義
な
ひ
と

と
き
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

熱のこもった演技指導を行う藤井監督

映
画『
オ
ー！
フ
ァ
ー
ザ
ー
』

中
高
生
親
子
特
別
試
写
会

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
が
登
場
！

5 月14日、ユナイテッドシネマ豊洲で行われた完成披露試写会で。向かって右端が藤井道人監督

前列右から／近江菜津子さん、臼井晴美さん、後列右から／藤井道人さん、渡辺邦彦さん、岳獅悠司さ
ん、辻田雄大さん、担当の平林重郎先生

藤
井
道
人
監
督
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
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　坂根先生は中学卒業後、柔道をするために島根県外へ出て
「柔道三昧の日々」を送りました。大学卒業後は神奈川県の高
等学校に13年間勤務。今年度から本校に勤務することになり
ました。
　ご存じのとおり、淞南高校は部活動が盛んで、県外からも
多くの生徒が集まっています。「寮生活をしながら全国の頂点
を目指す生徒の姿は、私の高校生のときの姿そのものです」と
坂根先生は振り返ります。
　親元を離れて送る生活の中で、学校の先生はいちばんの理
解者であり、心の支えでもある、いわば親のような存在だっ
たそうです。その安心感があったからこそ、学校生活には前
向きに、また専門の柔道にも全力で取り組むことができまし
た。
　淞南に勤務するに当たり、坂根先生はこう抱負を語ってく
れました。
　「高校時代の経験を生かして、生徒たちがいちばん輝ける学
校という場所を大切にしながら、不安だった私の心を先生が
支えてくれたように、今度は教員となった私が故郷の生徒の
ために恩返しをしていきたい。“第一流の人物”を育てる立正
大淞南高校の精神を心に刻み、第一流の人物の支えとなれる
ような人間であり続けられるよう、日々の生活を生徒と共に
過ごしていきたいと思います」

柔道三昧の日々を過ごした学生時代。
“第一流の人物”を育てるという精神を心に刻み、
第一流の人物の支えとなりたい

自
分
の
経
験
を
生
か
し
て
故
郷
の
生
徒
に
恩
返
し
を
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境
港
管
理
組
合
よ
り
演
奏

の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
「Shonan 

Saints

」
は
5
月
23
日
、
境
港

に
て
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
を

演
奏
し
、
外
国
の
大
型
ク
ル
ー

ズ
客
船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ

ア
号
」
の
出
港
を
見
送
り
ま
し

た
。

　

昨
年
、
悲
願
の
全
国
大
会
出

場
を
果
た
し
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
。
今
年
は
全
国
大
会
金

賞
受
賞
を
目
標
に
掲
げ
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
は

「
何
事
に
も
全
力
で
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ご
覧
い
た
だ
く
方
々

を
感
動
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
演

奏
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さあ、勇壮な演奏が間もなく始まります

夕闇のなか、航海の安全を祈るメンバーたち

「Shonan Saints」の演奏は乗客・乗員の皆さんに喜んで
いただけたことでしょう

　

県
大
会
を
通
じ
て
計
32
得
点

と
い
う
伝
統
の
爆
発
的
な
攻
撃

力
は
今
年
も
健
在
。
失
点
も
ゼ

ロ
に
と
ど
め
、
堅
守
も
光
り
ま

し
た
。

　
「
煌
め
く
青
春 

南
関
東
総

体
」
は
東
京
・
千
葉
・
神
奈

川
・
山
梨
の
1
都
3
県
を
舞
台

に
、8
月
1
日
に
開
幕
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
は
山
梨
県
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
が
島
根
県
の
総

体
予
選
で
史
上
最
多
と
な
る
7

連
覇
を
成
し
遂
げ
、「
煌
め
く

青
春 

南
関
東
総
体
」
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
全
国
制
覇
」
を
目
標
に
掲

げ
た
淞
南
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
1

回
戦
か
ら
他
チ
ー
ム
と
の
格
の

違
い
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。
決

勝
も
松
江
南
に
3

−0
で
完
勝
。

危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
全
国

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

「
コ
ス
タ・ビ
ク
ト
リ
ア
号
」

出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
で
実
演

サ
ッ
カ
ー
部
が
総
体
予
選
で
優
勝
！ 

「
煌
め
く
青
春 
南
関
東
総
体
」で
頂
点
を
目
指
す
!!

晴れがましい顔がそろいました

淞南イレブンはこの熱い応援で勇気づけられました

決 　 勝　vs 松江南　   3-0 
準 決 勝　vs 明誠　      9-0
準々決勝　vs 松江農林  4-0
2 回 戦　vs 松江高専 11-0
初 　 戦　vs 出雲北陵  5-0

■試合結果

井上君の闘志あふれるプレー

マーチングバンド部
Shonan Saints

　サッカー部の監督を務める南健司先生は
このほど、公益財団法人エネルギア文化・
スポーツ財団より「エネルギアスポーツ賞」
を受賞しました。
　エネルギア賞は、中国地域とその近隣地
域において、将来、全国的・国際的な活
躍が大いに期待できる若手・中堅の美術家・
音楽家、伝統文化の保存・伝承・振興に
おける功績者（団体）および青少年スポー
ツの振興に功績のある若手・中堅の指導
者に贈呈される賞です。
　詳しくは下記リンク先をご参照ください。
http://www.gr.energia.co.jp/bunspo/h26/sports.html

サッカー部監督・南健司先生が
栄えある賞を受賞

サッカー部監督
南健司先生

おめでとうございます

7
年
連
続
9
度
目

入試情報【学習特待・専願入試・一般入試】
願書受付期間

試験日

合格発表

平成27年  2月10日（火）

平成26年12月15日（月）～平成27年1月22日（木）

平成27年  2月17日（火）

OPEN SCHOOL2014
第1回

第2回 10月18日（土）AM10:00～PM12:00

  8月22日（金）AM10:00～PM12:00

淞丹祭
  8月29日（金）AM10：00～PM1:30

平成27年度入試情報受 験 生 の皆さまへ
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　われわれの目指すべ
きところは「関東大学
サッカーリーグ復帰」
ですが、まずは東京都
1部リーグで自分たち
の力をしっかり出し切
り、1戦1戦勝ち抜いて
いきます。
　また、立正大学サッ
カー部を応援してくだ
さる先生方、職員の皆
さま、父母の皆さま、
OBの皆さまなどへの
感謝の気持ちを忘れず
に、結果で恩返しをし
たいと考えています。
　皆さまの熱いご声援
をよろしくお願いしま
す。

ラグビー部

男子チームは今年こそ
大学選手権出場を果

たすために、現在は体作り
に取り組んでいます。毎日
の練習で築き上げた心技体
を武器に、春季大会でより
良い結果が得られるようが
んばります。
　女子チームも、5月18日
に「ARUKAS QUEEN 
KUMAGAYA」として出場
した「太陽生命ウィメンズ
セブンズシリーズ2014 龍
ケ崎大会」で見事優勝し、
念願のセブンズ日本一にな
りました。
　また、5月14日に行われた社会福
祉学科1年生対象のラグビー体験講
座には、約200名の学生、そして先
生方にご参加いただきました。あり

がとうございました。
　皆さまと交流を深めるとともに、
ラグビー部員の違った一面を見てい

ただいたうえ、同じ時間を共有でき
て楽しいひとときとなりました。今
後とも、応援よろしくお願いします。

サッカー部

平成26年 度 東 京 都 大 学 サッ
カー 1部リーグ戦（全18節）

が5月に開幕しました。第4節終了
時点（5/25現在）で1勝1分2敗です。
　國學院大戦、山梨学院大戦ではあ
と一歩のところで敗戦となってしま
いましたが、第2節の東京大戦では
後半アディショナルタイムで得点し、
試合終了まで根気強く戦い抜く姿勢
を見せて見事に勝利を飾りました。

　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は10月1日発行（第127号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ち
しております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp

部50周年ということもあり、歴史
の重みを感じさせる部です。
　平日は主としてキャンパスごとに
練習していますが、週末は品川・熊
谷キャンパスの合同で団体練習を
行っています。
　昨年度から道場が生まれ変わり、
各キャンパスとも新しい練習環境と
なりました。部活として両キャンパ

スに専用の道場を持つ団体は、大学
内では弓道部のみです。
　特に、熊谷キャンパス新道場は先
輩方や大学関係者のご尽力もあり、
ナイター完全対応、十分な練習ス
ペースなど、身に余るほど素晴らし
い道場になりました。この5月に道場
開きを終え、新たな目標に向けて無
事スタートを切ることもできました。
　今後も、弓道を学ぶことで身体的
にも精神的にも成長しながら、信頼
できる仲間とともに活動していきま
す。

（地球環境科学部環境システム学科4年　

丸山翔平＝埼玉県立進修館高等学校出身）

しやすいサークルです。
　活動の特徴は毎週テーマを決め、
ゲームを取り入れながら1年間で手
話での日常会話ができるようにする
こと。他大学との交流会を開催して
いるほか、「しゅわる」内でスポー
ツ大会、プチ旅行、合宿、文化祭
発表などを行って親睦を深めてい

ます。
　「 しゅ わ る 」
に入れば、手話
を通してたくさ
んの方と出会う
ことができ、手
話の魅力に引き

込まれること間違いなし。手話とい
う素敵なコミュニケーション方法
は、音声に頼る会話とはまた違った
楽しさ・おもしろさがあります。
　興味のある方はぜひ見学にいらし
てください。お待ちしています！

（社会福祉学部社会福祉学科3年　加藤友

香＝千葉県立松戸高等学校出身）

き ら りシリーズ

品川・熊谷とも道場を一新

弓道部
　われわれ体育会弓道部はリーグ昇
格に向けて、それぞれの目標を胸に
日々稽古に励んでいます。今年が創

厳粛な雰囲気のなかで稽古に励んでいます

課外活動

本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、
硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

和気あいあいと手話を学んでいます

1年間で手話を身につける

手話サークル「しゅわる」
　私たち手話サークル「しゅわる」
は昨年度に立ち上げられたばかりの
サークルです。現在、50名のメン
バーで楽しく活動しています。
　毎週月・木・金の18時から、聴
覚障がい学生に
直 接 手 話を 教
えてもらってい
ます。その週内
ならどの曜日も
同じ 内 容 な の
で、活動に参加

硬式野球部

新入生が入学してから
早くも3カ月がたちま

した。硬式野球部には30名
が入部し、日々練習と勉学
に励んでいます。
　その新入生の中で早くも
レギュラーとして活躍する
選手がいます。香川県立三
本松高校から立正大学の門
をたたいた三好大輝内野手
です。入学早々、持ち前の
打撃センスを存分に発揮し、
三塁のレギュラーの座を奪

いました。どんな投手からも左右に
安打を放つことのできるアベレージ
ヒッターとして、監督、チームメイ
トから厚い信頼を得ています。
　ほかにも素晴らしい技術、人間性
を持った新入生が全国各地から集
い、日々精進していますので、今後
の活躍にご期待ください。
　もちろん、上級生も後輩たちの活
躍に負けていません。主将・板倉健
人を中心にチームはまさに「ひとつ」
になっています。テーマである「守
り勝つ野球」にさらに磨きをかけて
今後も邁進していきますので、ご支
援、ご声援のほどよろしくお願いし
ます。

女
子
は
念
願
の
セ
ブ
ン
ズ
日
本
一
に

東
京
都
1
部
リ
ー
グ
で
力
を
出
し
切
る

生まれ変わった熊谷キャンパスの道場

みんな手話の楽しさ、面白さにはまってきました

今年度の立正イレブン

エースストライカー、FW の大西勇輝（地環 4・名古
屋グランパスU-18）

頼れる新人・三好大輝内野手（法 1・三本松高）

チームを引っ張る板倉健人主将（法 4・静岡高）

新
人
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
も
誕
生

センター／スタンドオフを務める原嶋剛規キャ
プテン（社福 4・深谷高）

的確なパスで勝利を呼び込む大黒田裕芽（社
福 2・市立船橋高）

剣道部、個人戦で全日本出場へ！
　体育会剣道部の竹内匠さん（法3・
岡崎城西高）が第60回関東学生剣
道選手権大会（5月11日、日本武
道館）において、500人近くの出
場者を数えるなか、ベスト32
に勝ち進み、第62回全日本学
生剣道選手権大会（7月6日、
日本武道館）に出場すること
になりました。これは12年ぶ
りの快挙です。
　全日本出場に当たり、剣道
部橘会（卒業生の会）から竹
内さんに袴が寄贈されました。
　体育会剣道部は戦後、創部

56年に及ぶ歴史と伝統を兼ね備え
た部です。
体育会剣道部HP
http://ris-ken50.net/

みなぎる闘志で全日本への出場権を獲得（中
央左が竹内匠さん）

　春季リーグ戦では自分たちの守
り勝つ野球が実践でき、念願の2部
優勝を果たしました。シーズン中
はレギュラーであるかないかを問
わず、チーム全員が一つにまとま
ることができ、非常に充実したシー
ズンとなりました。
　しかし、入替戦では、必ず勝た
なければというプレッシャーのか
かるなか、神宮の雰囲気にものま
れて、思うようなプレーができずに

悔いの残る
試合になり
ました。
　この悔しさをバネに、秋季リー
グ戦に向けて、まずは練習からプ
レッシャーを掛け合って自信をつ
けるようにします。そして、どこ
にも負けないチームを作り、秋季
リーグ戦こそは自分たちの立正野
球を展開。2部で優勝し、必ず入
替戦で勝ちたいと思います。

トピックス

シーズン入りで躍動する選手たち

課外活動情報
を 募  集  中！

ス ポ ー ツ

ラグビー部 関東大学リーグ戦1部　2014

日程 対戦校 会場 キックオフ

1 9月13日（土） vs中央大 秩父宮ラグビー場 13:00

2 9月21日（日） vs流通経済大 町田市立陸上競技場 13:00

3 10月  5日（日） vs東海大 熊谷ラグビー場 14:00

4 10月19日（日） vs大東文化大 熊谷ラグビー場 14:00

5 11月  3日（祝） vs法政大 ニッパツ三ツ沢球技場 14:00

6 11月15日（土） vs日本大 江戸川区陸上競技場 12:00

7 11月29日（土） vs山梨学院大 相模原ギオンスタジアム 12:00

入替戦を終えて
「秋季リーグ戦では必ず1部へ」

立正大学硬式野球部主将 板倉健人
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日に大宮ソニックシティで、それ
ぞれ開催されました。
　卒業式ではグリークラブと吹奏
楽部によって校歌・学園歌が斉唱・

演奏されたほか、サプライズでス
トリートダンスサークル「Alive」
がダンスを披露。卒業生の新たな
門出に華を添えました。
　一方、平成26年度立正大学入学
式は4月1日に熊谷キャンパス体育
館で、同じく大学院入学式は4月5
日に品川キャンパス石橋湛山記念

でもすてきな斉唱・演奏を聴かせ
てくれました。

講堂で、それぞれ開催されました。
グリークラブと吹奏楽部は入学式

　平成25年度立正大学大学院学位
記授与式は3月15日に品川キャン
パス石橋湛山記念講堂で、同じく
立正大学卒業証書授与式は3月25

　日本の本や映画、歴史（特に戦国
時代）が好きで、中学生のときから
将来は日本で学びたいと思っていた

　行く前は楽しみとと
もに不安もありました
が、ニュージーランド・
オタゴ大学での1カ月
間の語学研修は、私に
とって大変素晴らしい
ものとなりました。
　私の滞在したホーム
ステイ先には複数の外
国人学生がいました
が、彼らはさほど不自

由なく意思の疎通ができていまし
た。それを見たときに何度か思った
のは、日本にいる間に語学をもっと
勉強しておけばよかったというこ
と。さらに、同じクラスにいた外国
人学生も、英語を勉強する姿勢が大
変積極的だったので、これも見習わ
なければならないと思いました。
　こんな環境だったため、私は周り
の学生に圧倒されるばかり。話につ
いていくので精いっぱいでした。し
かし、時間がたつにつれて、少しで
はありましたが自分の考えを言える
ようになったことは、私にとって大
きな進歩だったと思います。また、

帰国してから努力すべき点や見直さ
なければならない点など、今後の目
標ができたことも良かったです。
　現地での研修生活を充実したも
のにできたのは、私に語学研修へ参
加する契機を与えてくれた母をはじ
め、私を常にサポートしてくれたホ
ストファミリーや切磋琢磨した仲間
など、たくさんの人々のお陰です。

　オタゴ大学で1カ月過ごしたこと
により、英語力が向上しただけでな
く、積極性や多方面からの視点も身
につけられたと思います。さまざま
なバックグラウンドを持ち、物事の
捉え方や習慣が違う人々と過ごし、
良い関係を築けたことは本当に貴重
な経験になりました。
（さいたま市立浦和南高等学校出身）

という伍維森さん。人と交流するこ
とが好きで心理学部へ。
　一般の学部生と同じ授業を履修
し、留学生として学んでいるが、「専
門用語などを理解するのが難しい」
とのこと。空き時間には図書館にこ
もって勉強しているうえ、自宅でも
予習・復習を欠かさないという努力
家だ。
　課外活動では華道部に所属し、日
本文化も学んでいる。さらに、学外
での活動も活発で、日本に住む中国
出身の方たちと一緒に、街の掃除や

ホームレスへ
の炊き出し等
のボランティ
ア活動も行っ
ているとい
う。
　伍さんは

「立正大学は支援体制がしっかりし
ているので、安心して学生生活を送
れます。たくさんの日本人学生と仲
良くなりたいです」と話してくれた。
　学内で伍さんを見かけたら、声を
掛けてみてください！

　現在、国費留学生が3名来校して
います。ハンガリーからのシュテ
ファーン・クリスティナさん（仏教
学部）、スウェーデンからのカンタ
クシーノ・ナタリーさん（経営学部）、
ベルギーからのマサール・マリーヌ
さん（文学部）の3名です。

　彼女たちは昨年9月に
来校し、半年間、熊谷キャ
ンパスで日本語を学びま
した。今年度は品川キャ
ンパスで、それぞれが専
攻する分野の授業を履修
しています。

ヨーロッパから国費留学生が来校中

外国人留学生紹介
「中学生のときから、将来は日本で
  学びたいと思っていました」 中国・伍

ご

維
い

森
し ん

さん

オタゴ大学語学研修に参加して
今後の目標を発見できた1カ月間
中島千晶さん（法学部法学科4年）

平成25年度 ご卒業  平成26年度 ご入学 おめでとうございます！

文学部文学科（英語英米文学専攻コース）4年

金
か ね

子
こ

真
ま

穂
ほ

さん（千葉県立市川東高等学校出身）

　大学3年次のカナダ語学研修を経て、将来は“世界中のたく
さんの人との出会い”を大切にできる仕事に就きたいと思う
ようになりました。学生生活も残すところ半年。まだまだ挑戦
したいことが山ほどあります。たくさん失敗もして、人として
より一層成長していきたいです。

ナタリーさん

「また会おうね」と晴れ着姿で写真を撮り合う
卒業生たち

校歌・学園歌を斉唱する卒業生の胸にはど
んなことが去来していたのでしょうか

　4月1日から3日までは熊谷キャンパスで、続く4月8日か
ら10日までは品川キャンパスで、新入生歓迎イベント「花
まつり」が開催されました。
　4月8日はお釈迦様（釈尊）の誕生を祝う日です。そこで、
新立正大生の誕生を祝福するとともに、新年度を迎える在
校生の生活が充実したものとなるよう、祈り念じました。

  新入生歓迎イベント 「花まつり」開催

「モラりす」と一緒に甘
茶をそそぎますグリークラブによる音楽法要

ストリートダンスサークル「Alive」によるサ
プライズ。盛り上がりました

入学式に参列後、花御堂で誕生仏に
甘茶をそそぐ新入生。立正大生である
ことを実感する瞬間です

グリークラブによって斉唱された校歌・
学園歌

茶道にも挑戦。日本文化に積極的に親しん
でいます

厳粛な雰囲気のなかで執り行われた入学式

卒業証書を受け取る卒業生代表

各国からの研修生仲間と（向かって左端が中島さん）

ラーナック城。ニュージーランドで唯一の
お城です

豊かな大自然が残るオタゴ半島。点在する
黒い物体は何とオットセイ！

さわやかなナイスガイ・
伍維森さん

クリスティナさん マリーヌさん



　国内の選手選考を勝ち抜き、6月にシンガポールで
行われた「第6回フロアボール世界学生選手権」に出
場した田倉郁香さん。世界大会への出場はもちろん、
海外に渡ったのも初めてだという。
　フロアボールとは体育館（フロア）で行うアイスホッ
ケーのようなスポーツのこと。北欧で発祥した比較的
新しい競技だ。
　両親が地元のクラブチームに所属していたこともあ
り、田倉さんにとってフロアボールは小学生のときか
ら生活の一部になっていたという。クラブチームでは
世代を超えた交流からさまざまなことを学んでいるよ

「フロアボールは小学生の
ときから生活の一部でした」
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うだ。
　世界史が好きで、本学の史学科に進学。「大学でも
ゼミの先生や友人と学ぶのが楽しい。卒業後は教師に
なるか、人に何かを伝える仕事に就くか。そのどちら
かを実現したいですね」
　今後の目標を尋ねると、「世界大会で得た経験を所
属チームに還元し、所属チームを日本一にすること！」
と力強い答えが返ってきた。また、「フロアボールは
老若男女を問わずに楽しめるスポーツなので、ぜひ一
緒にプレーしましょう」とメッセージを送ってくれた。
（神奈川県立橋本高等学校出身）
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世界学生選手権に出場！
「フロアボールを一緒にプレーしましょう」
田
た

倉
くら

郁
あや

香
か

さん（文学部史学科2年）
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学の学生３名（島
村雄治さん〈経

済学部経済学科４年〉、
鈴木順子さん〈心理学
部臨床心理学科4年〉、
吉野雅史さん〈経営学
部経営学科3年〉）が、
埼玉県熊谷市の権田酒
造株式会社さまご協力
のもと、日本酒造りを
体験しました。
　日本酒のブレンド（配合）からラ
ベルのデザイン、瓶の選択、仕上げ
の瓶詰めまでを学生が担い、世界で
一つの立正大学オリジナルの一品を
作成。「日本酒を飲んだことがない
若い人に向けた入門の一本」をコン
セプトに、ブランド名を「START」
としました。
　権田酒造株式会社さまは熊谷市で
唯一の日本酒メーカーとして、「直実」

ブランドを展開しており、多くの日
本酒ファンから好評を得ています。
　今回のプロジェクトは、地元企業
との協働を通じた「地域のための大
学」として社会と連携するとともに、
生きた職業体験の場を学生に提供
することで、卒業後に社会で活躍で
きるエキスパートの育成を目指す実
地教育の一環として企画されたもの
です。

地元産学連携による街おこし事業

若者向け新カクテルを開発中

スタイル（聴覚・知的・精神障がい
の方など、どなたでも）」など5人
で1チームを編成し、伴走サポー
ターや学生のチームマネージャーが
サポートしながら笑顔のタスキをつ
なぐ駅伝のこと。競技を通して「違
いを理解するとともに、お互いに尊
重し、支え合うことの心地よさをス
ポーツで体験する」というユニバー
サルスポーツイベントです。
　参加した学生は「駅伝というス
ポーツを通じて、年代や身体ハン
ディなどを乗り越えて一緒に楽しい
時間が過ごせた。また来年も参加し
たい」など、幅広い交流を楽しんだ
ようです。

本

正ボランティアチーム」として参加
しました。
　ユニバーサル駅伝とは、男女を問
わず「小学生」「60歳以上の方」「視
覚障がい者」「車いす使用者」「フリー

月1日に大田スタジアム（大
田区東海1丁目）とその周辺

で開催された「おおたユニバーサル
駅伝大会」に、本学学生19名と付
属中学・高等学校の生徒3名が「立

6

発のためのマーケティングや味の組
み合わせと配合比率（レシピ開発）、
ネーミング、飲食店向けのPOPデ
ザインの制作、SNSを活用した販
促などを企画・立案中です。ゼミ生
の皆さんには企業人にない斬新な感
性が期待されています。
　キリンビール株式会社さまほか、
目黒・品川地区営業担当者の方々の
協力も得て、
10月中旬か
ら飲食店（目

黒・品川区限定）で販売を開始する
予定です。
　ゼミ生は「飲みやすくてオシャレ
なカクテルを開発し、地元の五反田
に若い人を呼び込み、街おこしにつ
なげたい」と、お店での取り扱いを
交渉する営業にも同行。｢自分たち
が開発したカクテル」を熱心に売り
込みたいと意気込んでいます。

営学部経営学科の吉田健太郎
准教授のゼミに所属する20

歳以上の2、3年生16名が、お酒の
割り用飲料「ハイサワー」を販売す
る株式会社博水社さま（本社・目黒
区）とキリンビールのグループ会社・
株式会社永昌源さま（品川区）との
地元産学連携で、目黒・品川区限定
の若者向け新カクテル「地酒サワー」
を共同開発しています。
　新メニューに関すること全般を学
生主導で進めており、新カクテル開

経

ハイサワー巨大ペットボトル宣伝カーをバックに、記念の1枚どんな味やネーミングにするか。時には議論が白熱することも

車いすのランナーも。こちらの伴走サポーターも中高大生です

ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
た
ラ
ン
ナ
ー
と
伴
走
サ
ポ
ー
タ
ー
。

伴
走
サ
ポ
ー
タ
ー
は
中
高
大
生
が
務
め
ま
す

大会本部前に
集合する参加者たち

「おおたユニバーサル駅伝大会」に参加

競技終了後はみんなで
「はい、ポーズ」

権田酒造株式会社社長・権田清志氏（左から2人目）と、
吉野雅史さん、島村雄治さん、鈴木順子さん（左から）

学生3名が
日本酒造りを体験

目黒・品川
区

限定

熊谷市唯一の日本酒メーカー・権田酒造とコラボ

丹精こめて仕上げた
立正大学オリジナル
の日本酒「START」

大学生19名 と が付属中高生3名

INTERVIEW

ナンバー 23 が田倉さん。まさにフロ
ア上のアイスホッケーです


